
ラトックシステム株式会社（本社：大阪市西区、代表取締役社長：近藤正和、以下ラトックシステム）、株式
会社日米（本社：埼玉県八潮市、代表取締役：横山栄介、以下日米）、東京光電株式会社（本社：東京都足立
区、代表取締役社長：俵積田 将、以下東京光電）の 3 社は、ダイカスト工程における離型剤の希釈倍率を
IoT で監視する「IoT 濃度監視システム」を開発、2026 年 7 月より提供開始いたします。

2026 年 7 月 9 日
株式会社日米

【3 社協業】濃度異常の早期発見で品質安定化を支援する
「IoT 濃度監視システム」を開発

～日米、東京光電、ラトックシステム 3 社によるダイカスト工程向け提案～

本システムは、日米が持つダイカスト現場の知見、東京光電の濃度計測技術、ラトックシステムの IoT 技術
を組み合わせることで実現したものです。離型剤の希釈倍率を継続的に監視し、濃度異常の早期発見による
品質の安定化と、見回り負担の軽減による省人化を支援します。

本システムの販売は、ラトックシステムおよび日米よりおこないます。両社はこれまで、離型剤切れによる
設備停止を防ぐための IoT 通知ソリューションを共同で提案してきました。濃度監視は、その協業をさらに
発展させ、東京光電の濃度計測技術を融合させることで誕生した新たなソリューションです 。
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IoT 濃度監視システムについて
https://www.ratocsystems.com/sol/iotnoudo
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背景

ダイカスト製造では、金型への離型剤供給における希釈倍率の管理が製品品質を左右する重要な工程です。

しかし、離型剤の希釈工程では、供給水圧の変動や撹拌不足などにより希釈倍率が変化することがあり、
適正範囲から外れると製品不良の原因となります。異常に気づかないまま生産が継続された場合、数百～
数千個規模のロット不良、ひいては大量廃棄や再生産による時間のロスにつながる可能性もあります。

ダイカスト設備メーカーとして培ってきた現場ノウハウを活かし、ユーザー課題の抽出や運用面での提案
を担当。

［対応設備］離型剤自動希釈圧送装置 NC55-L-DP10

日米

一方で、現場では人手不足の影響もあり、
希釈倍率の確認を 1 日 1 回程度の手動測
定に頼っているケースも少なくありませ
ん。そのため、異常発生から発見までに
時間がかかり、不良品の発生や再生産に
よるコスト増加が課題となっています。

こうした課題を解決するため、3 社はそ
れぞれの技術とノウハウを持ち寄り、離
型剤の希釈倍率を継続的に監視できる
IoT 濃度監視システムを開発しました。

3 社協業の概要

本システムは、3 社がそれぞれの強みを活かして開発・提供します。

高精度な濃度計測技術を提供し、離型剤の希釈倍率を安定して計測する仕組みを支援。
［対応設備］離型剤希釈倍率計 CANA-3040

東京光電

各機器から集まるデータの収集・クラウド連携・Web アプリによる可視化および通知システムの構築を担当。
［対象システム］IoT 濃度監視システム

ラトックシステム

3 社の連携により、従来は人手に頼っていた希釈倍率管理の効率化と品質管理の強化を実現します。

Before：人手による巡回・測定 After：IoTで24時間リモート監視

・希釈工程の濃度を定期巡回で確認
・異常に気づくまで時間がかかる
・夜間や休日は監視できない
・不良の原因調査に時間がかかる

・濃度データを自動記録
・異常を検知したら通知
・クラウドが 24 時間監視
・グラフで変化を可視化

発見遅れでロット不良発生 早期対応で品質安定化
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ソリューション概要

IoT 濃度監視システムは、離型剤の希釈倍率を自動計測し、クラウド上で管理するソリューションです。

主な特長
【24 時間自動化】
手動測定から解放、定期的な自動計測で常時監視。濃度データを自動計測・クラウド記録。現場
担当者は離型剤の希釈状態を離れた場所で把握でき、夜間や休日、人手不足の現場でも異常を見
逃しません。
※計測間隔は最短 5 分。手動で変更可能です。

【早期発見でロット不良を防ぐ】
異常時はクラウドがスマホやパトランプへ通知します。手遅れになる前の早期対応を支援し、廃
棄や再生産につながるロット不良を未然に防ぎます。

【品質の見える化】
Web アプリで濃度の推移をグラフ表示し、品質管理や原因調査に活用することもできます。

クラウド

計測データを記録
各種通知を実行

IoT 化機器
濃度計

希釈倍率計

アナログデータを
出力 (4-20mA)

無線化し送信

遠隔に通知

パトランプ通知

メール通知

スマホ通知

離れた場所の
回転灯を点灯

登録したメール
アドレスに送信

登録スマホに
プッシュ通知設備 1異常検知

濃度が上限を超えました

濃度監視

IoT 濃度監視システム構成例

濃度センサーの A/D 変換と無線化をおこなう通信ユニットとの接続は、多くのセンサーで使われているア
ナログ（4-20mA）入力を採用。最大 4 台の濃度計を接続できます。ゲートウェイとは、障害物があって
も遠くまで安定して届く無線規格 920MHz 帯（Wi-SUN）で通信します。

今後、濃度計と通信ユニットのみの構成で、ゲートウェイを介さずクラウドへデータ送信できる構成への
対応も予定しています。よりシンプルなシステム構成により、小規模設備や単独設備への導入拡大を目指
します。
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IoT 濃度監視システムに関する法人のお客様からのお問い合わせ
ラトックシステム　東京支店 コーポレート・ソリューショングループ
Mail：https://www.ratocsystems.com/sol/contact/
TEL：03-5847-7600

お問い合わせ

離型剤自動希釈圧送装置に関するお客様からのお問い合わせ
株式会社日米
Mail：http://www.nichibei-ltd.com/contact/
TEL：048-999-8601

（2026 年 6 月現在）

中継器

ゲートウェイ
追加台数制限なし

接点出力 x2

キャリア回線
（LTE-M）

見通し最大 500m

920MHz 帯
（Wi-SUN）

濃度の計測値を送信

アナログ入力 x4
（4-20mA）

AWS
クラウド

異常
通知

濃度異常と校正時期を通知・
一覧表示・CSV保存

中継器経由で
見通し最大 1000m

スマホや PC に通知

1台のユニットで
クラウドに接続

対応予定

アナログ入力x1
（4-20mA）

キャリア回線
（LTE-M）

設備 1濃度監視
濃度が上限を超えました （100.625 倍）

濃度監視システム

警報出力を送信

無電圧接点入力 x2

IoT通信ユニット２

IoT通信ユニットの場合

設備の警報信号を通知

回転灯 ( パトランプ )

ブザー等と連動

アナログ入力 x1
（4-20mA）

無電圧接点入力 x5
無電圧接点出力 x2


